


　払田柵跡は、明治35年に “埋もれ木” が発掘されたこ

とによって存在が明らかになり、昭和５年の高梨村（現

大仙市）と文部省の発掘調査成果を受けて、翌６年に秋

田県初の国指定史跡となりました。

　古代の城柵跡と認識されながらも、歴史書に該当す

る記述が無いことから「無名不文の遺跡」と評されて

いた払田柵跡について、秋田県では昭和49年に払田

柵跡調査事務所を開設して、調査・研究を進めてきま

した。

　この度の展示では、半世紀に及ぶ払田柵跡調査事務

所による発掘調査の成果や関連する研究をとりまとめ

て、払田柵跡の成り立ちや移り変わり、その性格に関す

る様々な学説、最新の発掘情報等を紹介します。


